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開設の目的・概要　等

ヒトの消化管、表皮、鼻腔等の呼吸器、口腔、耳孔内、膣内といった生体各所の微生物を細菌だけでなく、真菌に関しても広く網羅的に解析をおこない、サンプリング対象となった被験者の各属性との

相関性を検討する。特に真菌に関しては、これまで病原性との関係を重視した検討が主流であり、有用性に関する知見がほとんどないため、新たな有用微生物集団の存在が見出される可能性がきわめ

て高い。またプロバイオティクス等、微生物摂取によるマイクロバイオームへの影響も解析する。

これらより得られた知見よりモデル動物を確立することができれば、それら有用微生物集団の減少を予防し、また有用性に関与するメカニズムの解明と臨床試験を実施することで、エビデンスのある情報と

して社会に還元することができる可能性がある。


